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公益社団法人
南砺市シルバー人材センター

　
当
広
報
表
紙
の
さ
く
ら
の
如

く
今
季
開
花
最
早
に
て
、
春
爛

漫
の
時
節
を
迎
え
ま
し
た
。
永
い

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
も
、
徐
々
に
終

息
の
一
途
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
へ
、
こ
れ
か
ら
は
各
自
の
判

断
と
対
策
で
、
健
康
に
留
意
し

て
、
以
前
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を

願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
で
は
、
日
頃
の
活
動

支
援
や
講
習
会
・
情
報
ネ
ッ
ト

（
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
や
ス
マ
ホ
教

室
）
を
重
点
に
、
活
動
の
充
実
向

上
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
先
ず
は

健
康
第
一
に
、
体
力
向
上
と
元
気

な
活
動
を
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。

（
Ｆ
・
Ｓ
記
）

編
　集
　後
　記

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

配
分
金
振
込
日

四
月
分
　
五
月
十
九
日（
金
）

五
月
分
　
六
月
二
十
日（
火
）

六
月
分
　
七
月
二
十
日（
木
）

七
月
分
　
八
月
十
八
日（
金
）

事
務
局
紹
介

　
令
和
五
年
度
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
事
務
局
長
　
　
　
叶
山
　
勝
之

　
事
務
局
次
長
　
　
柴
田
恵
美
子

　
業
務
課
長
　
　
　
野
村
麻
理
子

　
主
　
　
幹
　
　
　
岩
腰
　
茂
樹

　
業
務
係
長
　
　
　
西
川
　
功
紘

　
総
務
経
理
係
長
　
湯
浅
　
依
子

臨
時
職
員

　
上
野
由
美
子 

・
龍
田
よ
し
え

　
中
嶋
　
秀
子

雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
運
営
員

　
池
村
　
幸
市

　
西
村
　
光
雄

　
中
嶋
　
仁
美

　
勇
﨑
　
清
孝

　
　
　
（
新
任
）

　
安
達
　
昭
吾

　
　
　
（
新
任
）

南
砺
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
林
　
　
律
子

　
　
　
（
新
任
）

　
以
上
の
職
員
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
就
業
の
確
保･

提
供
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
退
　職
》

　
運
営
員
　
　
　
　
荒
木
　
修
治

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
と
も

セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
し
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
は
三
千
五

百
円
で
す
。
四
月
に
就
業
さ
れ
た
会

員
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
を
五

月
支
払
い
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。
四
月
に
未
就
業
の
場
合

や
、
五
月
支
払
い
の
配
分
金
が
三
千

五
百
円
未
満
だ
っ
た
会
員
の
方
に
は

納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
五
月
末
ま
で
に
納
入
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　

ゴ
ー
ル
ド
会
員
へ
移
行
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
請
書
を
事
務
局
に
提
出

く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
会
費
は
千
円

で
す
。
　

　
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
会
費
納

入
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
年
に
一
度
の
健
康
診

断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
病
気
が
進
行
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

◇表紙（向野の桜）　　　　　

◇令和5年度事業計画　　　　

◇地区懇談会報告　　　　　

◇各委員会からのおしらせ

◇事務局だより

◇安全だより

◇みんなの広場

◇おしらせ

　井
波
地
域

　
　
今
井
　
　
薫

　福
野
地
域

　
　
阪
本
八
重
子
・
中
道
　
政
枝

　
　
丸
田
　
建
司

　福
光
地
域

　
　
鵜
野
絵
里
子
・
鳥
越
　
和
馬

　
　
馬
場
　
義
一
・
向
井
　
里
美

　
　
柴
田
　
　
明

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら

　
　
　三
月
三
十
一
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　入
会
さ
れ
た
方
で
す
。

表 

紙

　
城
端
の
山
田
川
沿
い
に
自
立

す
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
大
木

で
す
。
残
雪
の
袴
腰
山
を
背
景

に
、
力
強
く
花
を
咲
か
せ
る
姿
は

大
変
美
し
い
も
の
で
す
。
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令
和
四
年
度
の
地
区
懇
談
会
は
、
十
一
地
区

七
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
懇
談
会
で
の
質
問
、
ご
意
見
を

抜
粋
し
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◎後期計画（令和５年度～令和９年度）の目標

◎令和５年度の主な事業

令和５年度　事業計画令和５年度　事業計画令和５年度　事業計画令和５年度　事業計画
令和５年度は第２次中長期計画〔後期計画〕の初年度です。

Q
　ゴ
ー
ル
ド
会
員
と
一
般
会
員
は

　
併
用
で
き
る
の
か
。

A
　併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
般
会

　
員
は
就
業
が
可
能
で
す
が
、
ゴ
ー

　
ル
ド
会
員
は
就
業
で
き
ま
せ
ん
。

　
ゴ
ー
ル
ド
会
員
登
録
後
に
、
就
業

　
し
た
場
合
は
就
業
し
た
時
点
で
差

　
額
会
費
二
千
五
百
円
の
納
入
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

　Q
　就
業
単
価
に
つ
い
て
、
業
者
と

　
シ
ル
バ
ー
の
価
格
差
は
ど
の
ぐ
ら

　
い
か
。

A
　専
門
業
者
と
仕
上
が
り
の
程
度

　
が
価
格
差
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
就
業
単
価
の
設
定
に
あ
た
っ
て

　
は
、
業
者
や
他
セ
ン
タ
ー
の
単
価

　
も
考
慮
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

Q
　施
設
管
理
の
契
約
終
了
に
つ
い
て
。

A
　シ
ル
バ
ー
で
は
警
備
を
目
的
と

　
し
た
施
設
管
理
業
務
は
、
警
備
法

　
に
抵
触
す
る
た
め
受
注
で
き
な
い

　
業
務
に
該
当
し
ま
す
。

　
　
国
や
県
か
ら
の
指
導
も
厳
し
く
、

　
法
律
に
抵
触
す
る
契
約
は
、
何
か

　
起
き
た
と
き
に
保
険
対
象
に
な
ら

　
な
い
こ
と
も
あ
り
、
発
注
者
と
協

　
議
の
結
果
、
契
約
終
了
と
な
り
ま

　
し
た
。

Q
　六
十
歳
代
会
員
が
少
な
い
。
企

　
業
の
定
年
退
職
者
に
シ
ル
バ
ー
に

　
入
る
よ
う
声
掛
け
し
て
ほ
し
い
が
、

　
事
務
局
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

　
い
る
か
。

A
　
事
務
局
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

の
就
業
相
談
会
や
女
性
限
定
入
会
説

明
会
・
出
前
入
会
説
明
会
な
ど
実
施

の
ほ
か
、
今
年
度
新
た
に
市
内
の
事

業
所
か
ら
加
入
い
た
だ
い
た
賛
助
会

員
の
皆
さ
ん
と
も
連
携
す
る
な
ど
、

今
後
も
セ
ン
タ
ー
と
し
て
や
れ
る
こ

と
は
実
施
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

Q
　イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の
影
響

　
が
心
配
で
あ
る
。

A
　受
取
配
分
金
に
影
響
し
な
い
よ

　
う
に
、対
策
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
ド
会
員

会
員
拡
大

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

就
業
単
価

就
業

▲1月31日 井口地区

▶
２
月
４
日 

太
美
山
地
区

▶
２
月
19
日 

東
太
美
地
区

▶
２
月
３
日 

野
尻
地
区

▶
２
月
４
日 

東
石
黒
地
区

▲2月11日 城端地域合同 ▲2月18日 南山見地区

令
和
四
年
度
地
区
懇
談
会
開
催

「重篤事故ゼロ」

750人

750人

令和５年度末目標

後期計画目標
　令和９年度末

就業率 95％
就業延日人員数 77,000人
契約金額 370,000,000円

就業率 95％
就業延日人員数 77,000人
契約金額 370,000,000円

令和５年度末目標

後期計画目標　令和９年度末
安全就業・適正就業

の推進
安全就業・適正就業

の推進

会員の維持・拡大会員の維持・拡大

新しい取り組み新しい取り組み従来の取り組み従来の取り組み

・会員制度見直しの検討
　年会費や割引制度の検討
　シルバーポイント制度導入の検討
・シルバーのイメージアップに向けた取組
　
・五箇三村地域の就業拡大

・新たなエコ事業の検討

・同好会・サークル活動の立上げ検討

・会員の交流促進と市民への情報発信を
　目的としたイベントの実施

・業務のデジタル化の推進
　国の「デジタル化整備促進事業」の実施
　事業所に採択され、デジタル化により業
　務の効率化を図ります。

・「会員加入促進奨励事業」の推進
　
・「一会員一就業開拓運動」の推進

・労働者派遣事業、職業紹介事業の推進
　法令順守を基本とした就業の推進

・事故の防止と重篤事故ゼロ対策の推進

・重点事業・独自事業の推進
　新総合事業（訪問型サービスＢ）の普及
　拡大
　空き家・空き地等管理等サービス事
　業の充実
　剪定等枝葉堆肥化事業の拡大
　「シルバーふれあい市」の充実

就業機会の確保就業機会の確保
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　剪定等枝葉堆肥化事業の拡大
　「シルバーふれあい市」の充実

就業機会の確保就業機会の確保
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主な事業計画主な事業計画

主な事業計画主な事業計画

主な事業計画主な事業計画

主な事業計画主な事業計画
各
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

入
会
説
明
会
日
程

　
五
月
十
九
日（
金
）・
六
月
二
十
日（
火
）

　
七
月
二
十
日（
木
）・
八
月
十
八
日（
金
）

　
開
催
場
所
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ザ
研
修
室

　
時
　
　
間
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

出
前
入
会
説
明
会
日
程

　
六
月
八
日（
木
）
十
時
〜

　開
催
場
所
　
井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
九
月
八
日（
金
）
十
時
〜

　
開
催
場
所
　
福
光
福
祉
会
館

女
性
限
定
入
会
説
明
会

　
五
月
九
日（
火
）
十
時
〜

　
七
月
十
一
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
〜

　
十
一
月
二
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
〜

　
二
月
六
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
〜

　
開
催
場
所

　
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
　
研
修
室
　

総
務
委
員
会
よ
り

総
務
委
員
会
よ
り

女
性
部
よ
り

女
性
部
よ
り

　
二
月
二
十
一
日
に
城
端
・
福
野
の

障
子
班
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
、
就
業
に
関
す
る
改
善
点
や
問
題

点
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
就
業
会
員
の
交
流
や
作

業
品
質
の
向
上
を
図
る
目
的
で
、
職

群
班
単
位
で
の
交
流
会
等
開
催
の
要

望
が
あ
れ
ば
、

事
務
局
ま
で
相

談
く
だ
さ
い
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
よ
り

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
よ
り

障
子
班
の
意
見
交
流
会

障
子
班
の
意
見
交
流
会

　
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
お
知
り

合
い
の
方
に
、
ぜ
ひ
声
掛
け
い
た
だ

き
事
業
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

・定時総会の運営　　　　　　
・会員一泊研修の企画・運営　
・シルバーポイント制度の検討
・会費制度の検討　　　　　　
・センター事業運営の活性化、
調査等　　　　　　　　　

・事故分析と防止対策の推進
・安全パトロールの企画実施
・安全推進大会の開催　　　
・独自講習会の企画開催　　
・新たな就業機会の確保　　
（ドローン就業等）　　

・ＰＲ活動
　　　女性会員の入会促進
・女性部の集い（年二回）
・就業機会の拡充
　　　子育て支援、接遇などの
　　　講習会を検討

・会報「げんき南砺」の発行　
・南砺市報へのＰＲ広告掲載　
・入会説明会の開催・ＰＲ活動
・会員加入促進奨励事業の推進
・「シルバーの日」の企画・運営　
・地区懇談会の企画・運営　　

お
と
も
だ
ち
を
紹
介
く
だ
さ
い

日
　
時
　

令
和
五
年
十
月
五
日
（
木
）・

　
　
　
　
　
　
六
日
（
金
）

参
加
費

　
二
万
七
千
円

定
　
員

　
各
四
十
名

　（
バ
ス
二
台
）

　
研
修
先
に
つ
き

ま
し
て
は
、
決
定

次
第
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

会
員
一
泊
研
修
の
ご
案
内

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会
よ
り

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会
よ
り

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業

独
自
講
習
会
の
開
催
予
定

一
月
・
二
月
・
三
月
は

加
入
促
進
奨
励
事
業
強
化
月
間
で
す
。

事
務
局
だ
よ
り

班
長
交
代
に
つ
い
て

　
本
年
度
は
班
長
改
選
の
年
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
一
部

で
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
城
端
草
刈
二
班
　
新
　
勇
﨑
　
寛

令
和
五
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て

日
時
　
令
和
五
年
六
月
九
日
（
金
）
　

　
　
　
午
後
二
時
よ
り

場
所
　
南
砺
市
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　
　
　「
ヘ
リ
オ
ス
」

　
　
　
（
南
砺
市
や
か
た
一
〇
〇
）

　
当
日
は
、「
げ
ん
き
南
砺
」
と
と
も

に
お
配
り
し
た
議
案
書
を
持
参
く
だ

さ
い
。

　
総
会
終
了
後
に
講
演
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
現
行
の
管
理
業
務
の
オ
プ
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
使

用
し
上
空
か
ら
建
物
の
写
真
撮
影
を

し
ま
す
。
屋
根
周
り
の
点
検
（
目
詰

ま
り
）
な
ど
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
オ
プ
シ
ョ
ン
料
金
　
一
一
〇
〇
円

南砺警察署
刑事生活安全課　係長

シルバー事務所上空写真

昨年の会員研修

２
月
21
日 
女
性
部
の
集
い

「
お
り
が
み
教
室
と
脳
ト
レ
」

２
月
21
日 
女
性
部
の
集
い

「
お
り
が
み
教
室
と
脳
ト
レ
」

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
き
家
・
空
き
地

等
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
オ
プ
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

（
事
業
開
始
予
定
：
令
和
五
年
六
月
頃
）

8
げんき南砺

シルバーだ
より

令和５年５
月10日発行

第　56　
号

主な内容
〠939-153

1

富山県南砺
市院林88番

地3

☎0763-22
-8050・FA

X 0763-22
-7544

https://w
ebc.sjc.ne

.jp/nanto/

会員数　　
764名

男　性　　
460人　 　

女　性　　
304人

　　　　　
　　（令和

５年４月１
日現在）

公益社団
法人

南砺市シ
ルバー人

材センタ
ー

　
当
広
報
（
さ
く
ら
）
表
紙
の
如

く
今
季
開
花
最
早
に
て
、
春
爛

漫
の
時
節
を
迎
え
ま
し
た
。
永
い

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
も
、
徐
々
に
終

息
の
一
途
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
へ
、
こ
れ
か
ら
は
各
自
の
判

断
と
対
策
で
、
健
康
に
留
意
し

て
、
以
前
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を

願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
で
は
、
日
頃
の
活
動

支
援
や
講
習
会
・
情
報
ネ
ッ
ト

（
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
や
ス
マ
ホ
教

室
）
を
重
点
に
、
活
動
の
充
実
向

上
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
先
ず
は

健
康
第
一
に
、
体
力
向
上
と
元
気

な
活
動
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
、

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
Ｆ
・
Ｓ
記
）

編

　
集

　
後

　
記

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

配
分
金
振
込
日

四
月
分

　
五
月
十
九
日（
金
）

五
月
分

　
六
月
二
十
日（
火
）

六
月
分

　
七
月
二
十
日（
木
）

七
月
分

　
八
月
十
八
日（
金
）

事
務
局
紹
介

　
令
和
五
年
度
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
事
務
局
長

　
　
　
叶
山

　
勝
之

　
事
務
局
次
長

　
　
柴
田
恵
美
子

　
業
務
課
長

　
　
　
野
村
麻
理
子

　
主

　
　
幹

　
　
　
岩
腰

　
茂
樹

　
業
務
係
長

　
　
　
西
川

　
功
紘

　
総
務
経
理
係
長

　
湯
浅

　
依
子

臨
時
職
員　

上
野
由
美
子 

・
龍
田
よ
し
え

　
中
嶋

　
秀
子

雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
運
営
員

　
池
村

　
幸
市

　
西
村

　
光
雄

　
中
嶋

　
仁
美

　
勇
﨑

　
清
孝

　
　
　
（
新
任
）

　
安
達

　
昭
吾

　
　
　
（
新
任
）

南
砺
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
林

　
　
律
子

　
　
　
（
新
任
）

　
以
上
の
職
員
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
就
業
の
確
保･

提
供
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
退

　
職
》

　
運
営
員

　
　
　
　
荒
木

　
修
治

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
と
も

セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
し
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
は
三
千
五

百
円
で
す
。
四
月
に
就
業
さ
れ
た
会

員
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
を
五

月
支
払
い
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。
四
月
に
未
就
業
の
場
合

や
、
五
月
支
払
い
の
配
分
金
が
三
千

五
百
円
未
満
だ
っ
た
会
員
の
方
に
は

納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
五
月
末
ま
で
に
納
入
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
ド
会
員
へ
移
行
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
請
書
を
事
務
局
に
提
出

く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
会
費
は
千
円

で
す
。

　

　
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
会
費
納

入
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
年
に
一
度
の
健
康
診

断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
病
気
が
進
行
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

◇表紙（
向野の桜

）　　　
　　

◇令和5年
度事業計

画　　　
　

◇地区懇
談会報告

　　　　
　

◇各委員
会からの

おしらせ

◇事務局
だより

◇安全だ
より

◇みんな
の広場

◇おしらせ

　
井
波
地
域

　
　

今
井

　
　
薫

　
福
野
地
域

　
　

阪
本
八
重
子
・
中
道

　
政
枝

　
　
丸
田

　
建
司

　
福
光
地
域

　
　

鵜
野
絵
里
子
・
鳥
越

　
和
馬

　
　

馬
場

　
義
一
・
向
井

　
里
美

　
　
柴
田

　
　
明

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら

　
　
　

三
月
三
十
一
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　

入
会
さ
れ
た
方
で
す
。

表 

紙
　
城
端
の
山
田
川
沿
い
に
自
立

す
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
大
木

で
す
。
残
雪
の
袴
腰
山
を
背
景

に
、
力
強
く
花
を
咲
か
せ
る
姿
は

大
変
美
し
い
も
の
で
す
。

シルバーふれあい市の開催日
（毎月第２,４火曜日）
5/09・5/23・6/13・6/27
7/11・7/25・8/08・8/22
出品者、協力者大募集です。

※

十
一
月
二
日
の
説
明

　
会
は
「
メ
イ
ク
ア
ッ

　
プ
講
習
会
」
を
同
時

　
開
催
の
予
定
で
す
。

演
題

講
師

「特殊詐欺防止講座」「特殊詐欺防止講座」

芳賀　司 氏芳賀　司 氏

5月17日（水）AM
5月22日（月）AM/PM

5月24日（水）10：30（入門）
6月13日（火）10：30（基本）
7月25日（火）10：30（応用）
8月08日（水）10：30（入門）
9月12日（木）10：30（基本）

6月22日（木）14時から

7月13日（木）９時から15時

7月27日（木）９時から15時

平・春光荘
城端連絡所

城端連絡所

福野ワークプラザ

福野ワークプラザ

福野ワークプラザ

高瀬交流センター
※介護予防講習計画中

刈払機取扱安全講習会

交通安全講習会

チェーンソー講習会

剪定講習会

スマホ講習会
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主な事業計画主な事業計画

主な事業計画主な事業計画

主な事業計画主な事業計画

主な事業計画主な事業計画
各
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

入
会
説
明
会
日
程

　
五
月
十
九
日（
金
）・
六
月
二
十
日（
火
）

　
七
月
二
十
日（
木
）・
八
月
十
八
日（
金
）

　
開
催
場
所
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ザ
研
修
室

　
時
　
　
間
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

出
前
入
会
説
明
会
日
程

　
六
月
八
日（
木
）
十
時
〜

　開
催
場
所
　
井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
九
月
八
日（
金
）
十
時
〜

　
開
催
場
所
　
福
光
福
祉
会
館

女
性
限
定
入
会
説
明
会

　
五
月
九
日（
火
）
十
時
〜

　
七
月
十
一
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
〜

　
十
一
月
二
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
〜

　
二
月
六
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
〜

　
開
催
場
所

　
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
　
研
修
室
　

総
務
委
員
会
よ
り

総
務
委
員
会
よ
り

女
性
部
よ
り

女
性
部
よ
り

　
二
月
二
十
一
日
に
城
端
・
福
野
の

障
子
班
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
、
就
業
に
関
す
る
改
善
点
や
問
題

点
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
就
業
会
員
の
交
流
や
作

業
品
質
の
向
上
を
図
る
目
的
で
、
職

群
班
単
位
で
の
交
流
会
等
開
催
の
要

望
が
あ
れ
ば
、

事
務
局
ま
で
相

談
く
だ
さ
い
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
よ
り

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
よ
り

障
子
班
の
意
見
交
流
会

障
子
班
の
意
見
交
流
会

　
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
お
知
り

合
い
の
方
に
、
ぜ
ひ
声
掛
け
い
た
だ

き
事
業
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

・定時総会の運営　　　　　　
・会員一泊研修の企画・運営　
・シルバーポイント制度の検討
・会費制度の検討　　　　　　
・センター事業運営の活性化、
調査等　　　　　　　　　

・事故分析と防止対策の推進
・安全パトロールの企画実施
・安全推進大会の開催　　　
・独自講習会の企画開催　　
・新たな就業機会の確保　　
（ドローン就業等）　　

・ＰＲ活動
　　　女性会員の入会促進
・女性部の集い（年二回）
・就業機会の拡充
　　　子育て支援、接遇などの
　　　講習会を検討

・会報「げんき南砺」の発行　
・南砺市報へのＰＲ広告掲載　
・入会説明会の開催・ＰＲ活動
・会員加入促進奨励事業の推進
・「シルバーの日」の企画・運営　
・地区懇談会の企画・運営　　

お
と
も
だ
ち
を
紹
介
く
だ
さ
い

日
　
時
　

令
和
五
年
十
月
五
日
（
木
）・

　
　
　
　
　
　
六
日
（
金
）

参
加
費

　
二
万
七
千
円

定
　
員

　
各
四
十
名

　（
バ
ス
二
台
）

　
研
修
先
に
つ
き

ま
し
て
は
、
決
定

次
第
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

会
員
一
泊
研
修
の
ご
案
内

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会
よ
り

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会
よ
り

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業

独
自
講
習
会
の
開
催
予
定

一
月
・
二
月
・
三
月
は

加
入
促
進
奨
励
事
業
強
化
月
間
で
す
。

事
務
局
だ
よ
り

班
長
交
代
に
つ
い
て

　
本
年
度
は
班
長
改
選
の
年
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
一
部

で
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
城
端
草
刈
二
班
　
新
　
勇
﨑
　
寛

令
和
五
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て

日
時
　
令
和
五
年
六
月
九
日
（
金
）
　

　
　
　
午
後
二
時
よ
り

場
所
　
南
砺
市
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　
　
　「
ヘ
リ
オ
ス
」

　
　
　
（
南
砺
市
や
か
た
一
〇
〇
）

　
当
日
は
、「
げ
ん
き
南
砺
」
と
と
も

に
お
配
り
し
た
議
案
書
を
持
参
く
だ

さ
い
。

　
総
会
終
了
後
に
講
演
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
現
行
の
管
理
業
務
の
オ
プ
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
使

用
し
上
空
か
ら
建
物
の
写
真
撮
影
を

し
ま
す
。
屋
根
周
り
の
点
検
（
目
詰

ま
り
）
な
ど
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
オ
プ
シ
ョ
ン
料
金
　
一
一
〇
〇
円

南砺警察署
刑事生活安全課　係長

シルバー事務所上空写真

昨年の会員研修

２
月
21
日 

女
性
部
の
集
い

「
お
り
が
み
教
室
と
脳
ト
レ
」

２
月
21
日 

女
性
部
の
集
い

「
お
り
が
み
教
室
と
脳
ト
レ
」

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
き
家
・
空
き
地

等
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
オ
プ
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

（
事
業
開
始
予
定
：
令
和
五
年
六
月
頃
）

8
げんき南砺

シルバーだ
より

令和５年５
月10日発行

第　56　
号

主な内容
〠939-153
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☎0763-22
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-7544
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会員数　　
764名

男　性　　
460人　 　

女　性　　
304人

　　　　　
　　（令和

５年４月１
日現在）

公益社団
法人

南砺市シ
ルバー人

材センタ
ー

　
当
広
報
（
さ
く
ら
）
表
紙
の
如

く
今
季
開
花
最
早
に
て
、
春
爛

漫
の
時
節
を
迎
え
ま
し
た
。
永
い

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
も
、
徐
々
に
終

息
の
一
途
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
へ
、
こ
れ
か
ら
は
各
自
の
判

断
と
対
策
で
、
健
康
に
留
意
し

て
、
以
前
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を

願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
で
は
、
日
頃
の
活
動

支
援
や
講
習
会
・
情
報
ネ
ッ
ト

（
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
や
ス
マ
ホ
教

室
）
を
重
点
に
、
活
動
の
充
実
向

上
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
先
ず
は

健
康
第
一
に
、
体
力
向
上
と
元
気

な
活
動
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
、

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
Ｆ
・
Ｓ
記
）

編

　
集

　
後

　
記

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

配
分
金
振
込
日

四
月
分

　
五
月
十
九
日（
金
）

五
月
分

　
六
月
二
十
日（
火
）

六
月
分

　
七
月
二
十
日（
木
）

七
月
分

　
八
月
十
八
日（
金
）

事
務
局
紹
介

　
令
和
五
年
度
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
事
務
局
長

　
　
　
叶
山

　
勝
之

　
事
務
局
次
長

　
　
柴
田
恵
美
子

　
業
務
課
長

　
　
　
野
村
麻
理
子

　
主

　
　
幹

　
　
　
岩
腰

　
茂
樹

　
業
務
係
長

　
　
　
西
川

　
功
紘

　
総
務
経
理
係
長

　
湯
浅

　
依
子

臨
時
職
員　

上
野
由
美
子 

・
龍
田
よ
し
え

　
中
嶋

　
秀
子

雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
運
営
員

　
池
村

　
幸
市

　
西
村

　
光
雄

　
中
嶋

　
仁
美

　
勇
﨑

　
清
孝

　
　
　
（
新
任
）

　
安
達

　
昭
吾

　
　
　
（
新
任
）

南
砺
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
林

　
　
律
子

　
　
　
（
新
任
）

　
以
上
の
職
員
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
就
業
の
確
保･

提
供
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
退

　
職
》

　
運
営
員

　
　
　
　
荒
木

　
修
治

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
と
も

セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
し
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
は
三
千
五

百
円
で
す
。
四
月
に
就
業
さ
れ
た
会

員
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
を
五

月
支
払
い
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。
四
月
に
未
就
業
の
場
合

や
、
五
月
支
払
い
の
配
分
金
が
三
千

五
百
円
未
満
だ
っ
た
会
員
の
方
に
は

納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
五
月
末
ま
で
に
納
入
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
ド
会
員
へ
移
行
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
請
書
を
事
務
局
に
提
出

く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
会
費
は
千
円

で
す
。

　

　
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
会
費
納

入
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
年
に
一
度
の
健
康
診

断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
病
気
が
進
行
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

◇表紙（
向野の桜

）　　　
　　

◇令和5年
度事業計

画　　　
　

◇地区懇
談会報告

　　　　
　

◇各委員
会からの

おしらせ

◇事務局
だより

◇安全だ
より

◇みんな
の広場

◇おしらせ

　
井
波
地
域

　
　

今
井

　
　
薫

　
福
野
地
域

　
　

阪
本
八
重
子
・
中
道

　
政
枝

　
　
丸
田

　
建
司

　
福
光
地
域

　
　

鵜
野
絵
里
子
・
鳥
越

　
和
馬

　
　

馬
場

　
義
一
・
向
井

　
里
美

　
　
柴
田

　
　
明

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら

　
　
　

三
月
三
十
一
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　

入
会
さ
れ
た
方
で
す
。

表 

紙
　
城
端
の
山
田
川
沿
い
に
自
立

す
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
大
木

で
す
。
残
雪
の
袴
腰
山
を
背
景

に
、
力
強
く
花
を
咲
か
せ
る
姿
は

大
変
美
し
い
も
の
で
す
。

シルバーふれあい市の開催日
（毎月第２,４火曜日）
5/09・5/23・6/13・6/27
7/11・7/25・8/08・8/22
出品者、協力者大募集です。

※

十
一
月
二
日
の
説
明

　
会
は
「
メ
イ
ク
ア
ッ

　
プ
講
習
会
」
を
同
時

　
開
催
の
予
定
で
す
。

演
題

講
師

「特殊詐欺防止講座」「特殊詐欺防止講座」

芳賀　司 氏芳賀　司 氏

5月17日（水）AM
5月22日（月）AM/PM

5月24日（水）10：30（入門）
6月13日（火）10：30（基本）
7月25日（火）10：30（応用）
8月08日（水）10：30（入門）
9月12日（木）10：30（基本）

6月22日（木）14時から

7月13日（木）９時から15時

7月27日（木）９時から15時

平・春光荘
城端連絡所

城端連絡所

福野ワークプラザ

福野ワークプラザ

福野ワークプラザ

高瀬交流センター
※介護予防講習計画中

刈払機取扱安全講習会

交通安全講習会

チェーンソー講習会

剪定講習会

スマホ講習会
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安
全
だ
よ
り

安
全
だ
よ
り

　

去
る
四
月
十
一
日（
火
）に
、井
波
・

高
瀬
神
社
に
お
い
て
安
全
祈
願
祭
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
は
四
年
ぶ
り
に
、
代
表
者

だ
け
で
は
な
く
班
長
も
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

　宮
司
さ
ん
の
厳
か
な
祝
詞
の
後
、

長
尾
益
勇
理
事
長
、野
原
勝
二
安
全
・

適
正
就
業
委
員
長
が
玉
串
を
奉
納

し
、
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

無
事
故
を
願
っ
て

　
　
　
　
安
全
祈
願
祭

☆
令
和
五
年
度
安
全
目
標
☆

重
篤
事
故
件
数

　
　
　０
件

賠
償
事
故
発
生
件
数

　五
件
以
内

傷
害
事
故
発
生
件
数

　五
件
以
内

みんなの広場みんなの広場

　
事
務
局
で
は
、
契
約
締
結
に
向
け

て
業
務
内
容
を
点
検
し
、
適
正
な
契

約
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
点
検
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
請
負

契
約
か
ら
派
遣
契
約
へ
切
り
替
え
と

な
る
業
務
が
あ
る
た
め
、
会
員
の
皆

様
の
就
業
形
態
も
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
会
社
内
で

の
軽
作
業
や
施
設
管
理
業
務
が
該
当

し
、
派
遣
会
員
は
、
労
働
者
派
遣

法
、
労
働
基
準
法
等
の
法
律
が
適
用

さ
れ
る
点
が
、
請
負
会
員
と
の
違
い

と
な
り
ま
す
。

（
下
記
参
照
）

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
利
便
性
を

誰
も
が
享
受
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
い
く
た
め
、
国
、
地
方

公
共
団
体
、各
種
団
体
等
が
行
っ

て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
幅
広
く

国
民
に
推
進
す
る
事
業
を
お
手

伝
い
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
委

員
」
に
福
野
地
域
の
川
森
正
弘

会
員
が
応
募
し
デ
ジ
タ
ル
庁
よ

り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

適
正
就
業
へ
の
取
組

　近
年
、
蜂
に
よ
る
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
蜂
刺
さ
れ
に

よ
る
症
状
が
重
篤
化
し
な
い
よ
う
、

令
和
五
年
度
は
屋
外
作
業
を
中
心

と
し
た
班
長
を
対
象
に
「
吸
引
器
」

の
貸
出
を
し
ま
す
。

　取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
事
故
発

生
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
順
守
し
、

管
理
・
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　万
が
一
に
も
蜂
に
刺
さ
れ
た
場

合
は
必
ず
病
院
で
受
診
く
だ
さ
い
。

R4
R3
増減

傷害
14件
14件
10件

賠償
9件
7件
2件

合計
23件
11件
12件

令
和
五
年
度
の
安
全
対
策

令
和
四
年
度
事
故
総
括

３月１０日、保育園管理業務の就業会員
を対象にした説明会を南砺市役所こども
課の担当者同席のもと開催しました。

デジタル機器について相談ください‼

デジタル機器・サービスに
不慣れな方等に対し、講
習会等でデジタル機器・
サービスの利用方法等を
教える取組のほか、それら
の利活用をサポートする
取組を行う方。

　会員の皆さんから
スマホの使い方など
をよく尋ねられる。
ちょっとした困りご
との解決のお手伝
いならできると思い
応募しました。

　ちょっとした悩み事などあ
れば気軽に声掛けください。
　5月からは、ふれあい市に
も月1回参加します。ふれあ
い市に立ち寄られるついで
に、スマホの使い方など困っ
ていることあれば声かけてく
ださい。

今後の活動について 応募したきっかけ

デジタル推進委員とは

デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員

（
福
野
地
域
）

川
森
　
正
弘 

会
員

　令和４年度は、傷害・賠償事故ともに、前年度の
発生件数を上回る結果となりました。
　特に車両事故、蜂刺され、転落事故が目立ちま
した。

「派遣契約」と「請負契約」の違い

派遣契約派遣契約 派遣元（連合会）が派遣先（会社等）に人材を派遣し労働力
を提供する契約

派遣契約派遣契約
請負を装い、発注主が会員に直接指揮命令を行っている場合は、
「偽装請負」であり法令に違反しているため、発注主も各市町村
シルバー人材センターも処罰される場合があります。

請負契約 発注主が各センターに仕事を依頼し、仕事を完成させる契約

会社等 シルバー連合会

発注主 各市町村シルバー人材センター

特 徴
・派遣元（連合会）と派遣会員が雇用契約を結んで派遣元（連合会）に雇用されている。
・派遣先（会社等）と派遣元（連合会）が派遣契約を結んでいる（契約期間がある）。
・派遣会員が、派遣先から直接、指揮命令をうけている。
　　　　〈例〉始業・終業時刻、休憩時間の指示を受けている。
　　　　　　　業務上の指示を常に受けている。
・派遣会員が派遣先（会社等）の社員と一緒に働くことや、制服を着ることがある。
・派遣元（連合会）から「給与」が支払われる。

特 徴
・各市町村シルバー人材センターが、会員に作業依頼し仕事を完成させる。
・発注主から、会員に直接指揮命令はできない。
・報酬は、各市町村シルバー人材センターから「配分金」として支払われる。

例：仕分け作業など

人材を派遣し労働力の提供人材を派遣し労働力の提供

人材の提供依頼人材の提供依頼

依頼された仕事完了依頼された仕事完了

仕事を依頼仕事を依頼

例：清掃員派遣など

派
遣
元

派
遣
元

派
遣
先

派
遣
先
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安
全
だ
よ
り

安
全
だ
よ
り

　

去
る
四
月
十
一
日（
火
）に
、井
波
・

高
瀬
神
社
に
お
い
て
安
全
祈
願
祭
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
は
四
年
ぶ
り
に
、
代
表
者

だ
け
で
は
な
く
班
長
も
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

　宮
司
さ
ん
の
厳
か
な
祝
詞
の
後
、

長
尾
益
勇
理
事
長
、野
原
勝
二
安
全
・

適
正
就
業
委
員
長
が
玉
串
を
奉
納

し
、
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

無
事
故
を
願
っ
て

　
　
　
　
安
全
祈
願
祭

☆
令
和
五
年
度
安
全
目
標
☆

重
篤
事
故
件
数

　
　
　０
件

賠
償
事
故
発
生
件
数

　五
件
以
内

傷
害
事
故
発
生
件
数

　五
件
以
内

みんなの広場みんなの広場

　
事
務
局
で
は
、
契
約
締
結
に
向
け

て
業
務
内
容
を
点
検
し
、
適
正
な
契

約
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
点
検
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
請
負

契
約
か
ら
派
遣
契
約
へ
切
り
替
え
と

な
る
業
務
が
あ
る
た
め
、
会
員
の
皆

様
の
就
業
形
態
も
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
会
社
内
で

の
軽
作
業
や
施
設
管
理
業
務
が
該
当

し
、
派
遣
会
員
は
、
労
働
者
派
遣

法
、
労
働
基
準
法
等
の
法
律
が
適
用

さ
れ
る
点
が
、
請
負
会
員
と
の
違
い

と
な
り
ま
す
。

（
下
記
参
照
）

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
利
便
性
を

誰
も
が
享
受
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
い
く
た
め
、
国
、
地
方

公
共
団
体
、各
種
団
体
等
が
行
っ

て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
幅
広
く

国
民
に
推
進
す
る
事
業
を
お
手

伝
い
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
委

員
」
に
福
野
地
域
の
川
森
正
弘

会
員
が
応
募
し
デ
ジ
タ
ル
庁
よ

り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

適
正
就
業
へ
の
取
組

　近
年
、
蜂
に
よ
る
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
蜂
刺
さ
れ
に

よ
る
症
状
が
重
篤
化
し
な
い
よ
う
、

令
和
五
年
度
は
屋
外
作
業
を
中
心

と
し
た
班
長
を
対
象
に
「
吸
引
器
」

の
貸
出
を
し
ま
す
。

　取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
事
故
発

生
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
順
守
し
、

管
理
・
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　万
が
一
に
も
蜂
に
刺
さ
れ
た
場

合
は
必
ず
病
院
で
受
診
く
だ
さ
い
。

R4
R3
増減

傷害
14件
14件
10件

賠償
9件
7件
2件

合計
23件
11件
12件

令
和
五
年
度
の
安
全
対
策

令
和
四
年
度
事
故
総
括

３月１０日、保育園管理業務の就業会員
を対象にした説明会を南砺市役所こども
課の担当者同席のもと開催しました。

デジタル機器について相談ください‼

デジタル機器・サービスに
不慣れな方等に対し、講
習会等でデジタル機器・
サービスの利用方法等を
教える取組のほか、それら
の利活用をサポートする
取組を行う方。

　会員の皆さんから
スマホの使い方など
をよく尋ねられる。
ちょっとした困りご
との解決のお手伝
いならできると思い
応募しました。

　ちょっとした悩み事などあ
れば気軽に声掛けください。
　5月からは、ふれあい市に
も月1回参加します。ふれあ
い市に立ち寄られるついで
に、スマホの使い方など困っ
ていることあれば声かけてく
ださい。

今後の活動について 応募したきっかけ

デジタル推進委員とは

デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員

（
福
野
地
域
）

川
森
　
正
弘 

会
員

　令和４年度は、傷害・賠償事故ともに、前年度の
発生件数を上回る結果となりました。
　特に車両事故、蜂刺され、転落事故が目立ちま
した。

「派遣契約」と「請負契約」の違い

派遣契約派遣契約 派遣元（連合会）が派遣先（会社等）に人材を派遣し労働力
を提供する契約

派遣契約派遣契約
請負を装い、発注主が会員に直接指揮命令を行っている場合は、
「偽装請負」であり法令に違反しているため、発注主も各市町村
シルバー人材センターも処罰される場合があります。

請負契約 発注主が各センターに仕事を依頼し、仕事を完成させる契約

会社等 シルバー連合会

発注主 各市町村シルバー人材センター

特 徴
・派遣元（連合会）と派遣会員が雇用契約を結んで派遣元（連合会）に雇用されている。
・派遣先（会社等）と派遣元（連合会）が派遣契約を結んでいる（契約期間がある）。
・派遣会員が、派遣先から直接、指揮命令をうけている。
　　　　〈例〉始業・終業時刻、休憩時間の指示を受けている。
　　　　　　　業務上の指示を常に受けている。
・派遣会員が派遣先（会社等）の社員と一緒に働くことや、制服を着ることがある。
・派遣元（連合会）から「給与」が支払われる。

特 徴
・各市町村シルバー人材センターが、会員に作業依頼し仕事を完成させる。
・発注主から、会員に直接指揮命令はできない。
・報酬は、各市町村シルバー人材センターから「配分金」として支払われる。

例：仕分け作業など

人材を派遣し労働力の提供人材を派遣し労働力の提供

人材の提供依頼人材の提供依頼

依頼された仕事完了依頼された仕事完了

仕事を依頼仕事を依頼

例：清掃員派遣など

派
遣
元

派
遣
元

派
遣
先

派
遣
先
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シルバーだより

令和５年５月10日発行

第　56　号

主な内容

〠939-1531
富山県南砺市院林88番地3
☎0763-22-8050・FAX 0763-22-7544
https://webc.sjc.ne.jp/nanto/
会員数　　764名
男　性　　460人　 　女　性　　304人
　　　　　　　（令和５年４月１日現在）

公益社団法人
南砺市シルバー人材センター

　
当
広
報
表
紙
の
さ
く
ら
の
如

く
今
季
開
花
最
早
に
て
、
春
爛

漫
の
時
節
を
迎
え
ま
し
た
。
永
い

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
も
、
徐
々
に
終

息
の
一
途
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
へ
、
こ
れ
か
ら
は
各
自
の
判

断
と
対
策
で
、
健
康
に
留
意
し

て
、
以
前
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を

願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
で
は
、
日
頃
の
活
動

支
援
や
講
習
会
・
情
報
ネ
ッ
ト

（
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
や
ス
マ
ホ
教

室
）
を
重
点
に
、
活
動
の
充
実
向

上
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
先
ず
は

健
康
第
一
に
、
体
力
向
上
と
元
気

な
活
動
を
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。

（
Ｆ
・
Ｓ
記
）

編
　集
　後
　記

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

配
分
金
振
込
日

四
月
分
　
五
月
十
九
日（
金
）

五
月
分
　
六
月
二
十
日（
火
）

六
月
分
　
七
月
二
十
日（
木
）

七
月
分
　
八
月
十
八
日（
金
）

事
務
局
紹
介

　
令
和
五
年
度
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
事
務
局
長
　
　
　
叶
山
　
勝
之

　
事
務
局
次
長
　
　
柴
田
恵
美
子

　
業
務
課
長
　
　
　
野
村
麻
理
子

　
主
　
　
幹
　
　
　
岩
腰
　
茂
樹

　
業
務
係
長
　
　
　
西
川
　
功
紘

　
総
務
経
理
係
長
　
湯
浅
　
依
子

臨
時
職
員

　
上
野
由
美
子 

・
龍
田
よ
し
え

　
中
嶋
　
秀
子

雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
運
営
員

　
池
村
　
幸
市

　
西
村
　
光
雄

　
中
嶋
　
仁
美

　
勇
﨑
　
清
孝

　
　
　
（
新
任
）

　
安
達
　
昭
吾

　
　
　
（
新
任
）

南
砺
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
林
　
　
律
子

　
　
　
（
新
任
）

　
以
上
の
職
員
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
就
業
の
確
保･

提
供
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
退
　職
》

　
運
営
員
　
　
　
　
荒
木
　
修
治

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
と
も

セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
し
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
は
三
千
五

百
円
で
す
。
四
月
に
就
業
さ
れ
た
会

員
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
を
五

月
支
払
い
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。
四
月
に
未
就
業
の
場
合

や
、
五
月
支
払
い
の
配
分
金
が
三
千

五
百
円
未
満
だ
っ
た
会
員
の
方
に
は

納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
五
月
末
ま
で
に
納
入
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　

ゴ
ー
ル
ド
会
員
へ
移
行
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
請
書
を
事
務
局
に
提
出

く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
会
費
は
千
円

で
す
。
　

　
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
会
費
納

入
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
年
に
一
度
の
健
康
診

断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
病
気
が
進
行
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

◇表紙（向野の桜）　　　　　

◇令和5年度事業計画　　　　

◇地区懇談会報告　　　　　

◇各委員会からのおしらせ

◇事務局だより

◇安全だより

◇みんなの広場

◇おしらせ

　井
波
地
域

　
　
今
井
　
　
薫

　福
野
地
域

　
　
阪
本
八
重
子
・
中
道
　
政
枝

　
　
丸
田
　
建
司

　福
光
地
域

　
　
鵜
野
絵
里
子
・
鳥
越
　
和
馬

　
　
馬
場
　
義
一
・
向
井
　
里
美

　
　
柴
田
　
　
明

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら

　
　
　三
月
三
十
一
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　入
会
さ
れ
た
方
で
す
。

表 

紙

　
城
端
の
山
田
川
沿
い
に
自
立

す
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
大
木

で
す
。
残
雪
の
袴
腰
山
を
背
景

に
、
力
強
く
花
を
咲
か
せ
る
姿
は

大
変
美
し
い
も
の
で
す
。


